
 

 

 

 

 

 

梅雨が長引き例年より過ごしやすい夏となってお

りますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

 弊部では試験オフ期間が終わりに近づき、7 月 27 日

から練習を再開いたします。室蘭合宿も約 1 週間後に

迫るなか、少しでもレベルアップできるよう、選手一

同練習に励んでまいります。 

今後とも東大野球部をどうぞよろしくお願いいた

します。 

 

 

 

〈室蘭合宿〉 8 月 1 日～8 月 8 日 

8 月 3 日 10:00 vs 室蘭シャークス(A)  

@日本製鉄室蘭球場 

 

〈七大戦〉 8 月 14 日~8 月 16 日 

 

 

〈カナダ遠征〉 8 月 11 日～8 月 19 日 

8 月 13 日 18:30 vs ブリティッシュ・コロンビア大学

＠Nat Bailey Stadium 

8 月 14 日 14:30 vs 慶應義塾大学 

＠Tourmaline West Stadium 

※時間はバンクーバー現地時間（時差-16 時間） 

 

〈夏季オープン戦〉 

8 月 3 日 10:30 vs 一橋大学(B) @一橋大 G 

8 月 7 日 13:30 vs 富山高校 @東大球場 

8 月 10 日 13:00 vs 獨協大学(B) @東大球場 

 

 

  

今回の特集は、「自慢の同期」です。同期の尊敬する

ところを語ってもらいました。 

 

大﨑 大輝（4年・捕手・白陵） 

僕の尊敬する同期は辻居新平(主将・外野手・栄光

学園)です。プレーももちろん素晴らしいですが、責

任感が人一倍強く、ここまで主将として本当によく

やっていると思います。 

また野球以外の面でも、本人は法学部の勉強もか

なりしていると言い張っているので、もしそれが事

実なら相当すごいと思います。あと、ゲームが強い

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごあいさつ 

今回の特集 「自慢の同期」 

 

 東大野球部メールマガジン  Vol.220 

今後の日程 



 

(上)大﨑捕手、(下)辻居主将 

 

川出 拓実（3年・内野手・刈谷） 

僕の自慢の同期は、法学部の方々です。文学部の

僕は自慢できるような立場にないのかもしれません

が…。 

東大は現在試験期間真っ只中です。勉強メソッド

を浪人時代に置いてきてしまい、ろくに集中も続か

ない僕とは対照的に、法学部のみなさんは分厚い本

の暗記に熱心に取り組んでいます。暗記嫌いの僕に

は到底できません。やはり学生は勉強もしなければ

ならないので、見習っていきたいところです。 

 

 

(上)川出内野手 

(下)左上：岡外野手、右上：田中弘毅学生コーチ 

左下：玉村マネージャー、右下：松田祐香マネー

ジャー [3 年法学部の 4 人] 

 

佐々木 拓実（2年・内野手・洛南） 

同期の尊敬するところは孤独に打ち勝つメンタリ

ティです。聞くところによると同期の水越くん(捕

手・明和)や植村くん(内野手・灘)、山﨑くん(外野

手・岡山朝日)などはオフのたびに 1人カラオケや 1

人映画に出かけ、たとえ同期に鉢合わせたとしても

一人でオフを満喫するそうです。この自分に対しス

トイックな姿勢は野球でも生かされてるように思い

ます。僕はなるべく友達と遊びに行きたいタイプな

ので、彼らの己に対してストイックに生きる生き様

には感銘を覚え、憧れを抱いています。 

  



 

(上)佐々木内野手 

(下)左から水越捕手、植村内野手、山﨑外野手 

                                                                         

馬場 高志（2年・外野手・神奈川県聖光学院） 

僕の自慢の同期は榎本(内野手・神奈川県聖光学

院)と横井(学生コーチ・神奈川県聖光学院)です。高

校時代は僕が 1学年上の先輩として彼らと一緒にプ

レーしていましたが、なぜか大学では同期としてプ

レーすることになりました。榎本は大きな声を出し

てチームを盛り上げてくれていますし、横井は学生

コーチとして 1、2年生を中心によく面倒をみてくれ

ています。1歳若い彼らに負けないよう、僕自身頑張

って行きたいと思います。応援よろしくお願いしま

す。

 

 

(上)馬場外野手 

(下)左から榎本内野手、横井学生コーチ 

 

清永 浩司（1年・内野手・佼成学園） 

1年生のうちは球場の片付けや貸し出し対応などの

仕事がありそれをみんなで分担しているのですが、

そのシフトを毎回 1人で全員分組んでくれているの

が伊藤和人(内野手・城北)です。年下ではあるけど

そういうとこで頼りになるという点で彼を尊敬して

います。また、林遼平(内野手・甲陽学院)は自分に

厳しく練習に取り組んでおりそこも一目置いていま

す。そういう彼の姿勢を見習い、1年の一人ひとりが

高め合うことがチームのボトムアップにつながりよ

りよいチームになると思うので、今後もさらに頑張

っていきたいと思います。

 



 

(上)清永内野手 

(下)左から伊藤和人内野手、林遼平内野手 

 

 

今回の特集はいかがでしたでしょうか。 

次回は「室蘭合宿で得たもの」と題して、室蘭合

宿を通して成長したことや印象に残ったことを語っ

てもらいます。どうぞお楽しみに！ 

今後とも東大野球部をよろしくお願いいたします。

 

編集後記 


